
上記講演会については、当事務所HPで詳しい情報をご覧いただけます。
なお、冬季も開催を予定しておりますので、ご興味のある⽅はぜひご参加ください。

平成2９年度
第１回

本説明会では、「防災機能の強化に関する技術」をテーマに
４つの新技術を紹介いただきました。
どの技術もアイデアに富んでいて、既存技術との⽐較や施⼯
事例が動画で分かりやすく説明されていたため、有意義な説
明会だったという声を参加者から沢⼭いただきました。

広島港湾空港技術調査事務所【略称：広島技調（ひろしまぎちょう）】
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様々な分野で進め
られている技術開
発に関する説明に、
参加者は熱⼼に⽿
を傾けていました

平成2９年度
第１回

《⽇ 時》平成29年8⽉23⽇(⽔) 15:00〜17:00
《テーマ》載荷試験を活⽤した港湾施設の

杭の設計・施⼯の考え⽅
《講 師》国⽴研究開発法⼈ 海上･港湾･航空技術研究所

港湾空港技術研究所 地盤研究領域
基礎⼯研究グループ⻑ ⽔⾕ 崇亮⽒

《⽇ 時》平成29年9⽉19⽇(⽕) 14:00〜16:30
《紹介技術》① 津波・漂流物防護柵【津波ガード】

② 流起式可動防波堤
③ ⾼性能消波ブロック「ラクナ・Ⅳ」
④ フレア護岸（プレキャスト⼤型波返し護岸）

↑

↑

広島技調では、8⽉17⽇から2週間、東京理科⼤学の学⽣
1名を夏期実習⽣として迎えました。広島港の重要性や中国
地⽅整備局の仕事内容を知り、港湾構造物の設計の考え⽅
を学んでもらうべく、より実務に近いことを実践してもら
いました。

最終⽇に⾏われた成果報告会では、職場の雰囲気を感じ
ながら、⼤学の授業で学んだことが現場でどのように活⽤
されているのかを知ることにより、座学では実感できない
ものを経験してもらえたことが伝わってきて、私たちとし
てもうれしかったです。

本講演では、港湾で⽤いる杭の軸⽅向抵抗⼒の推定⽅法及び
施⼯管理時の載荷試験結果の活⽤⽅法等について講演いただ
きました。
参加者からは「すぐに実務に反映できる有⽤な講義だった」
「技術基準の改定の話も聞くことができて⾮常に参考になっ
た」といった感想が寄せられました。

｢楽しく理解が深まった｣と
好評でした

← 講師の港空研・⽔⾕⽒

←



港湾技術基準特集

国⼟交通省 中国地⽅整備局 広島港湾空港技術調査事務所
〒730-0051 広島市中区⼤⼿町3-13-18 松村ビル5F
【TEL】082-545-7015 【FAX】082-545-7019

輸送効率化のため、年々、船舶の⼤型化が進んでいます。
そこで、⼤型船を含めた各種船型の調査を実施し、統計解析に基づいた船舶の標準諸元の更新が

検討されています。

現⾏の港湾技術基準における部分係数
法は全ての材料や作⽤毎の設計変数に係
数を乗じており、作⽤や耐⼒の⼒学的な
イメージが直感的に把握しづらい状態で
した。

そこで、⼒学的イメージが把握しやす
いように、荷重と抵抗の特性値を算出後
に係数を乗じる「荷重抵抗係数アプロー
チによる部分係数法」の導⼊が検討され
ています。

平成30年度からの施⾏を⽬指し検討されている今回の改訂では、船舶の標準諸元の更新、部分係
数法や耐震設計の⾒直し、うねり性波浪を考慮した設計波の設定等、様々な改訂⽅針が挙げられて
いますが、その中から2つピックアップして紹介します。

参考：国土交通省HP、国土技術総合研究所HP

現⾏の「港湾の施設の技術上の基準・同解説」（以下港湾技術基準）は、平成19年4⽉に
全⾯的に改訂され、性能規定化や信頼性設計法が導⼊されました。

この改訂から10年近くが経過したことから、東⽇本⼤震災を教訓とした防災・減災技術の
強化、社会資本の⽼朽化に対する維持管理技術の強化、ＩＣＴ等を利⽤した⽣産性⾰命の取
り組み、国際コンテナ戦略港湾政策やクルーズ振興をより強⼒に推進するための技術的対応
等、様々な港湾基準に対するニーズを踏まえ、より合理的な設計・施⼯・維持管理を可能と
し、技術⾰新を促すよう港湾技術基準の改訂を⾏っています。

港湾技術基準改訂の を紹介します！

背 景

方針

部分係数法の⾒直し

船舶の標準諸元の更新

※コンテナ船の⼀例
最大船型の推移 船舶諸元の標準値（例）


